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ＭＣＩ（軽度の認知症）はいかに発見されるのか伺
う。

　市の予防対策はどのように行われているか伺う。

　認知症予防にはどのようなことが大切か伺う。

例えばＳＤＧｓのゴール１５「陸の豊かさも守ろう」
のターゲット１５．８は「外来種対策を導入し、生態系
への影響を減らす」であり２０２０年までの目標だが、
ハクビシンやアライグマ被害は続いている。ターゲット
に対しての取組はどうだったのか伺う。

　施策にどのように反映されているのか。

平成３１年度を富士宮市の「富士山ＳＤＧｓ元年」と位
置づけた。改めて以下、伺う。

森林における新たな
取組について

山林を舞台にした健康寿命延伸のために「クアオルト健
康ウォーキング」という施策がある。全国２１の市町が実
施している。様々な山林形態のある富士宮市は格好の舞台
になると思う。検討すべきと考えるがいかがか。

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

市有林の管理を事業者へ経営管理委託するということは
考えられないか伺う。

ゼロカーボンシティ
宣言とＳＤＧｓへの取
組

第５次富士宮市総合計画の「市域の温室効果ガスを減ら
します。」の目標値が平成１７年度と比較して平成３２年
度は－２０％だったが、実績を伺う。

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

脳の健康寿命を延ば
す対策～認知症になら
ないために～

医学の発展や健康寿命の延伸対策により身体的な平均寿命は
延びているが、脳の寿命は延びていないと言われており、「日
本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」によ
ると２０１２年における認知症患者数は約４６０万人で高齢者
（６５才以上）人口の１５％、２０２５年には高齢者人口の
２０％に当たる７３０万人が認知症になると推計している。そ
こで伺う。

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

　市の認知症者数の推移を伺う。

　市の認知症予防対策について。

順天堂大学医学部名誉教授新井平伊医師が酒を飲む６０
歳と飲まない６０歳の脳の萎縮度合の調査を著書で紹介し
ている。それによると、萎縮が少ないのは「①酒を飲まな
い人、②少量だけ飲む人、③大量に飲んでいたが止めた
人、④大量に飲んでいる人」の順としている。この調査に
より、飲酒が脳に直接的なダメージを及ぼし、神経細胞が
やられてしまう事実が判明したとのことである。市は認知
症と飲酒の関係をどう捉えているか伺う。

　有効な検査はあるのか伺う。

コロナ禍の中で認知症と認定されている要介護者の数に
変化はあるか伺う。
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